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Abstract: 
 In the context of teacher-training, one of the most important skills for students is that of the 
development of clear and structured classroom expertise. This is the focus of this paper, which further 
specializes into the two fields of instructional design skills and development of lesson-plans through 
quantifiable and measurable means, that of demonstration lessons within the teacher-training courses. The 
writers have developed these ideas and produce demonstration classes based on instructional design theory, 
as well as their own first-hand experiences of teaching at Japanese junior high school and university levels. 
Concurrently, one does doing committee work for educational development, while the other brings her 
experiences of being the university-level faculty member responsible for teacher-training.  
KEY WORDS : Classroom expertise, instructional design skills, development of lesson-plans, demonstration lessons,       
instructional design theory  
要旨: 
     大学の教員養成課程で到達目標として掲げている事柄の中で最も学生に身につけてほしいものは、「授業力」の 
   形成および向上である。本稿では「授業力」を、「授業をデザインする力」と「授業を展開する力」の２つに分け 
   て考察し、これらの力を形成するための方策を各々の構成要素毎に示す。また、これらの力を養成するために大学 
   の講義・演習で扱う「模擬授業」の効果的な実施法について提案する。なお、本論は著者らの中学校の教育現場で 
   の教職経験・教育委員会や大学等での教師教育経験・教員養成経験から得た知見と、教育工学におけるインストラ 
   クショナルデザイン理論に基づいて議論を展開するものである。 
 
キーワード：「授業力」「授業をデザインする力」「授業を展開する力」「模擬授業」「インストラクショナルデザイ
ン理論」 
 
 
１．はじめに 
 
1.1 個人的経験における教育・指導の原点 
 筆者の一人、飯島が教職に就いて最初に赴任した
Ｍ中学校での出来事である。 
1980 年頃から日本中で校内暴力・家庭内暴力が急 
増した注１。テレビでは武田鉄矢主演『３年Ｂ組金八
先生』注２が放送され、話題を呼んでいた。飯島が赴
任した学校も例外ではなく、生徒間暴力、対教師暴
力、器物損壊等がたびたび起こり生徒指導に忙殺さ
れるようになった。以下は、その当時についての飯
島の回想である。 
 授業の下手な教師、すなわち授業技量の未熟な教
師の授業から、「ダメ」になっていった。授業妨害、
私語の連鎖等で授業ができない、授業にならないの
だ。私の授業もしかり。   
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 真っ暗で出口の見えない長い長いトンネルの中で
もがいていたときに、１冊の教育書を手に取った１）。
そこには次のように書かれていた。 
 「カウンセラーの世界では、スーパービジョン注３
といって、クライエントとの対話の仕方を、箸のあ
げおろしを教えるように指導してもらうという常識
がある。しかし、教師の世界にはそれがない。」 
 授業における「箸のあげおろし」を学ぶことの必
要性を痛感したが、どのように学べばよいのか、皆
目見当がつかなかった。 
 そして、運命の人との出会い。 
 数学科のベテラン教師T先生が赴任してきたのだ。
先生のメリハリのある授業に魅せられた。子どもた
ちとの豊かな関わりの中で展開する数学の授業。圧
倒される思いで見つめた。自分には遠く手の届かな
い授業のように思えた。先生はまるでドラえもんの
ポケットのように、次から次へと、授業に使う教材
教具をつくってきては筆者に見せてくれた。 
 先生は、毎回、手作りの教材教具が入った風呂敷
包みを大切そうに抱えて教室に入っていった。「風呂
敷には何が入っているのだろう？」ワクワク感で前
のめりになっていく生徒たち。学校は荒れていたが、
先生の授業にはいつも笑い声と生徒の満足そうな顔
があった。 
 私はワラにもすがる思いで授業をまねてみること
にした。何度も何度も繰り返して。教材教具もまね
てつくった。すると、生徒の反応に少しずつだが変
化が見られるようになっていった。授業の「食いつ
き」がよくなったのだ。 
 「授業にはコツ（スキル）がある」のだ。授業に
おける「箸のあげおろし」の大切さを実感する出来
事だった。先生といっしょに過ごした４年間は、筆
者にとって２度と訪れることのない貴重な教師修行
の日々であった。長くて暗いトンネルの先にようや
く小さな光が、出口が見みえてきたように感じた。 
 これが、私の教育・指導の原点である。 
 校内暴力が頻繁に起こるような学校環境において
は「生徒指導力」もさることながら、「授業力」が試
される。当時の授業が成立しない状態は、今でいう
「学級崩壊」である。飯島の授業も同様の状況に陥
り、その危機的な状態の中でモデルとなる同僚に出
会い、同僚の授業方法を真似ることから「授業のコ
ツ（スキル）」を学んだという。 
 
1.2 「授業力」とは－文部科学省による「実践的指
導力」についての見解から 
 そもそも「授業力」とは何か。「授業力」という言
葉は、近年慣例的に学校教育現場で使用されている
が、管見の限りにおいては明確に定義されたものは
ない。そこで文部科学省（以後「文科省」と略記）
の関連文書における「実践的指導力」に関する記述
を参考に、「授業力」の概念を明確にするとともに、
いつ頃から求められるようになったのか、教員なら
びに教員養成課程に対して求められるものが何であ
るのかについて確認をする。 
 まず、先述の校内暴力が話題となった 1980 年代に
出された教育職員養成審議会「教員の資質能力向上
方策等について」答申２）では、「実践的指導力」の構
成要素として使命感、人間の成長・発達の理解、教
育的愛情、専門知識、教養の５つを挙げ、現場に着
任した初任者以降のすべての教師が身につけたいと
している。この時点では授業に特化した記述は見ら
れない。 
 次に、教育職員養成審議会「新たな時代に向けた
教員養成の改善方策について」答申３）では、「実践的
指導力の基礎」を「採用当初から教科指導、生徒指
導等を著しい支障が生じることなく実践できる資質
能力」とし、大学の養成課程で必ず身につけるべき
ものとしている。ここでいう「教科指導を著しい支
障が生じることなく実践できる資質能力」は「授業
力」に該当するものと捉えることができる。 
 そして、2005 年の中央教育審議会「今後の教員養
成・免許の在り方について」中間報告４）の「Ⅱ教員
養成・免許制度の改革の具体的方策」において、「教
職実践演習」が学部 4 年後期に新設・必修化された
が、その「教職実践演習」では教員として最小限必
要な 4 つの事項を提示した。その中の１つに「教科
等の指導力に関する事項」が挙げられている。ここ
に「教科指導」から「教科等の指導力」へと変化が
認められる。つまり成績をつけることのない道徳・
総合的な学習・特別活動等、主に学級単位で指導を
行うものすべてを含み込んだ指導力が求められるよ
うになったと読み取ることができる。 
さらに、上記中間報告に基づく「教職大学院」が
2008 年度より開設され、「教職大学院」の５つの基本
方針のなかに「授業力」が取り入れられた。それは、
確かな「授業力」と豊かな「人間力」の育成である。
また、教職大学院での必要な単位数のうち 10単位以
上は学校における実習によること、必要専任教員に
占める実務家教員の比率が 4割以上となっているこ
とから、現実に即応できる力量を持った教員養成が
求められていることは明白である。 
その後、2012 年の中央教育審議会「教職生活の全
体を通じた教員の資質能力の総合的な向上方策につ
いて」(答申) 5）において修士レベルの課程での学修
を標準とする教員免許制度改革の方向性が打ち出さ
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れた。そこでは現状と課題として「学校現場におけ
る諸課題の高度化・複雑化により、初任段階の教員
が困難を抱えており、養成段階における実践的指導
力の育成強化が必要」であるとされた。 
前述の流れから、とどのつまり 2008 年頃より「授
業力」は学校現場で教壇に立ち、教科指導ならびに
道徳・総合的な学習・特別活動等についても授業実
践ができることを示めすものと捉えることができる。
そして大学の教職課程でもそのような力量の養成を
期待するが、現実的には学士課程修了レベルでは容
易ではなく、さらなる学修や学校現場で力量を向上
させる努力が求められている。 
 
1.3 「授業力」の形成に関する研究の困難さ 
 「授業力」の形成に関する先行研究には、その重
要性を量的に検証したもの６）、現場の教員が授業力の
向上のために個人で振り返る手法の提案７）として扱
われているものがあるが、「授業力」を定義し、その
ものの形成について取り扱うものは管見の限りでは
見られない。また、教科教育法として教科のポイン
トが書かれている著作、教科の指導書注４、模擬授業
の指導例、教科教育系の月刊雑誌等、小さなスキル
の情報を独立したものとして収集することはでき
る。但し、これらの情報を有機的に使うためには、
その土台となる授業が最低限展開できることが前提
条件になるのであり、そのような力をどのように身
につけられるかが本論のテーマである。 
 おそらく「授業力」は、公にはされずに大学の教
科教育法等の授業で教授されているものであった
り、学校現場の教育者たちが日々の教育実践を重ね
つつ、大小様々な主催の研究会等を通して地道に積
み重ねて身につけていったりするもので、これらを
研究の土俵に乗せるには馴染みにくいために、大学
で短期間に系統立てて教えられるものとしては見出
せないのではないかと推測する。 
 そこで本稿では、「授業力」の形成および向上に関
して、著者の一人である飯島が中学校での数学科教
師として実践し学んできたこと、経験を通して身に
つけてきたこと、さらに教育委員会の立場から現役
教師への研修を行ってきたことを軸とし、教育工学
におけるインストラクショナルデザイン理論に準拠
して、「箸のあげおろし」のような細かい事柄にも言
及しつつ、大学の教職課程で１から教授することを
前提に述べることとする。 
 
1.4 「授業力」とは－インストラクショナルデザイ
ン理論から 
 「授業力」の類似語には、教師の指導活動に焦点
化した狭義の「教授法」・「指導技術」や学習者の学
習に焦点化した「学習指導」「学習支援」といった言
葉がある。これらは具体的な指導・支援場面におけ
る限定的な対処法を示すニュアンスがある。これに
対してインストラクショナルデザイン（ ID；
Instructional Design、以下 ID と略記）は、授業の
全体を見渡し、研修の効果と効率と魅力を高めるた
めのシステム的なアプローチに関する方法論である
9）。研修が受講者と所属組織のニーズを満たすことを
目指したもので、研修の目的を確認し、何が達成さ
れれば効果的な研修かを明確にする。受講者の特徴
や与えられた研修環境やリソースの中で最も効果的
で魅力的な研修方法を選択し、実行・評価する。研
修の効果を職場に戻ってからの行動変容も含めて捉
え、研修方法の改善に資する。この一連の ID プロセ
スは、「ADDIE モデル」すなわち Analysis 分析 
Design 設計 Development 開発 Implement 実施 
Evaluation 評価を循環させ、改善していくという、
システム的なアプローチとして展開されている８）。 
 なお、この考え方の基盤となるのは学習理論（学
習心理学）、コミュニケーション学、情報学、メディ
ア技術で、それらを統合したものとしている。この
ように学際的であるのは、インストラクショナルデ
ザインが、「学習とは何か」という問いに対峙し、よ
りよい学習環境を総合的にデザインすることを目指
しているからである。 
 そこでここでは、インストラクショナルデザイン
理論の設計、開発、実施に該当する箇所を参考に「授
業力」を、ア「授業をデザインする力」とイ「授業
を展開する力」の２つに分けて考察する。 
 ア「授業をデザインする力」とは、授業を準備す
るのに必要な力のことであり、学習指導案という授
業の設計図をつくるときに必要な力のことである。 
 一方、イ「授業を展開する力」とは、授業を実際
に行うときに必要な力のことであり、授業で必要と
されるスキル（コツ）のことである。 
 
2．目的 
 
 本稿では「授業力」を、「授業をデザインする力」
と「授業を展開する力」の２つに分けて考察し、こ
れらの力を形成するための方策を各々の構成要素毎
に示す。また、これらの力を養成するために大学の
講義・演習で扱う「模擬授業」の効果的な実施法に
ついて提案する。 
 なお、論じるにあたっては、長年にわたる教師経
験・現役教員への指導経験・大学生への指導経験で
得た事柄を軸とし、ID 理論に準拠して行うものであ
湘南工科大学紀要 第 51 巻 第１号 
－ 118 － 
る。 
 
3. 「授業をデザインする力」の形成 
 
3.1 ア「授業をデザインする力」の３要素 
 授業設計のシステム的なアプローチが盛んに議論
された 1970 年代の教育工学研究者ロバート・F・メ
ーガーが、次の３つの質問の大切さを指摘した 10）。 
 「メーガーの３つの質問」とは、 
 ①Where am I going?（どこへ行くのか？） 
  ②How do I know when I get there?（たどり着い
たかどうかをどうやって知るのか？） 
  ③How do I get there?（どうやってそこに行くの
か？） 
  というものである。これを身につけたい「授業力」
に照らし合わせると、 
 ①は、「目標を明確にする力」 
 ②は、「学習を評価する力」 
 ③は、「授業の作戦を練る力」 
 ということになる。そして上記の３つの力の関係
は、稲垣・鈴木の言葉を借りて仙台の名産品「三色
もなか」にたとえて言えば、次のようになる 10）。 
 「目標、評価、方略は三色もなかのアンコであり、
どれひとつ欠けてもそれは授業設計の欠陥品になっ
てしまいます。また、それぞれのアンコのつくり方
にはそれぞれに技術的な裏づけがあるので、授業設
計の力量をつけたければアンコひとつずつについて
勉強する必要があるということです。」 
 本稿では、「授業をデザインする力」を、上記の「つ
けたい授業力」、すなわち「目標を明確にする力」、「学
習を評価する力」、「授業の作戦を練る力」の３要素
に分けて論考する。そして「授業をデザインする力」
の基盤となる「教材研究」のあり方についても熟考
する。 
 
3.2 「目標を明確にする力」 
3.2.1 「目標を明確にする力」が必要な理由 
 ここでいう「目標を明確にする力」とは、１単位
時間（１回）の授業で生徒に身につけてほしい知識・
技能・考え方を明示できる力のことである。「メーガ
ーの３つ質問」のなかの「Where am I going?（どこ
へ行くのか？）」に対応した力のことである。 
 ナショナルカリキュラムとしての学習指導要領に
は、学習の目標と内容が書かれている。そして指導
方法と年間指導計画は教師または教師集団が決める
ようになっている。目標は学習指導要領に明示して
あるのに、なぜ目標の明確化が必要なのか。その理
由は３つある。 
 理由① 学習指導要領に記されているのは単元全
体の目標である。それを１単位時間毎の目標に細分
する必要がある。 
  理由② 目の前にいる子どもたちの学習状況を把
握しているのは教科担任としての教師である。教師
には学習者の状況をふまえて、「自分の言葉」で目標
を明確にする力が必要である。 
  理由③ 学習指導要領に示された目標は、必ずし
も測定可能な評価可能な表現で書かれているとは限
らない。これは重大な問題である。授業者は目標を
立てるとき、常に測定可能な目標になっているかを
吟味する必要がある。 
 授業は目標を達成するために行う。授業を建物に
たとえるなら、目標は大黒柱である。大黒柱がしっ
かりしていなければ、建物はぐらつき、建物として
の機能は損なわれてしまう。目標が明確でなければ、
授業は授業としての機能を果たせなくなる。 
 
3.2.2 「目標を明確にする力」の乏しさとその原因 
 ここ数年、筆者の一人飯島は教育委員会での指導
的立場から教職を目指す学生、非常勤講師、臨時的
任用教員および新採用教員（以後、教職経験の浅い
教師・教師候補生と記す）の模擬授業や実際の授業
を参観し、指導助言をしてきた。この経験から言え
ることは、目標を明確にすることの価値を知ってい
る学生、教師は少ないということである。だから、
授業後に「本時の目標は何か？」と聞いても明確に
返事できない授業者が多く見受けられる。このこと
を改善するためには、指導者が目標を明確にするよ
うに助言することが有効である。目標を明確にする
と学習内容が目標に即して構成されるので、生徒に
はわかりやすい授業になり、教師には教えやすい授
業になる 11）。 
 
3.2.3 「目標を明確にする力」の形成に向けての提
案 
 大学の講義・演習において「目標を明確にする力」
を形成するために次の提案をしたい。 
 まず、目標を１つに絞る学習をすることである。 
 教科書の見開き 2 ページを 1 単位時間（50 分）で
学習するとして、目標をどう設定すればよいかを、3
～4 人の小グループを作り検討する機会を持つこと
が必要である。この学習で目指すのは次の事項であ
る。 
 ①教科書の見開き 2 ページで中心となる学習を指
摘することができる。 
 １単位時間の授業には、幹（中心）となる部分の
学習内容と枝葉の学習内容が混在している。幹の部
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分となる学習は何かを指摘できることが大切であ
る。 
 ②幹（中心）となる学習が学習指導要領のどの目
標項目に対応するかを指摘できる。 
 ③学習指導要領の目標項目を１単位時間の授業目
標に変換して、自分の言葉で表現することができる。 
 ④目標を評価が可能であり、測定可能な言葉で表
現できる。 
 上記④については、評価と関連が深いので、次の
「学習を評価する力」のところで説明する。 
 
3.3 「学習を評価する力」 
 学習を評価する力とは、目標に対応した評価場面
を設定する力のことである。メーガーの 3 つ質問の
なかの「How do I know when I get there?（たどり
着いたかどうかをどうやって知るのか？）」に対応し
た力のことである。これを示すために通常、学習指
導案が作成される。先述したように目標を１つに絞
れば、学習指導案における評価場面も１つというこ
とになる。 
 また、評価場面は、１単位時間毎の評価であれば、
通常、授業の中心的な学習をした後になる。あるい
は、中心的な学習に関する練習学習の場面に設定す
ることになる。つまり、１単位時間では授業の後半
に位置することになる。 
 
 
3.3.1 「学習を評価する力」の乏しさとその原因 
 実際に指導的立場から教職経験の浅い教師・教師
候補生の模擬授業や実際の授業の学習指導案を見る
と、形式を整えるためだけに評価項目を記載してい
たり、評価場面を 3 つも 4 つも記載していたりする
ことが非常に多い。 
 このような学習指導案が多いのはなぜか。それは
授業を参観するとよくわかるのだが、教師が学習指
導案に沿って評価を行っているとは思えない例が多
く見受けられる。要するに、学習指導案には評価項
目が必要だから書いているだけで、評価方法を事前
に考えていないということが多いように思われる。 
 評価、特に形成的評価の重要性を認識していない
ことが主な原因といえる。形成的評価とは、教育活
動の途上でその活動が所期の目的を達成しつつある
かどうか、どのような点で活動計画の修正が必要で
あるかを知るために行われる評価活動のことであ
る。 
 授業のなかでの評価に関して、問題点を整理して
おく。 
 問題点① 評価の方法を知らない。特に「形成的
評価」についての知識が不足している。 
 問題点② 評価方法を考えずに、本時の目標を設
定している。 
 これらの問題については、項を改めて論ずること
にする。 
 
3.3.2 形成的評価のあるべき姿  
 今まで学校で実施されてきた形成的評価の問題点
を、『教師と子供のポートフォリオ評価－総合的学
習・科学編－』より引用して示す 12）。 
 「形成的評価は学習の途中で行われるのにたいし、
総括的評価は学習の終わりに行われるものであると
いうように時期の違いを相違点として説明すること
が多かった。しかし、学習の途中で行われたとして
も、学習者にフィードバックされない評価は、形成
的評価ではなく総括的評価である。」「形成的評価と
いう言葉は長い間使われてきたにもかかわらず、実
際に教師がこの評価を使ってきたかということにな
ると、否定的な調査結果が報告されてきた。前にも
述べたように、言葉は踊っていたが実態はなかった
というべきであり、教師の評価のほとんどは総括的
評価であった。」 
 そして、形成的評価のあるべき姿について、次の
ように述べている。  
 「形成的評価の特徴は、評価の情報を学習者にフ
ィードバックして、学習の向上を目指すことにあ
る。」「子供が学習上向上していくためには、学習の
目標と、これに照らして子供がどこまで到達したか、
さらに改善すべき点を示されることが必要であるこ
とが分かってきた。」 
 今後、筆者らが「形成的評価」という用語を用い
る場合、上記の「形成的評価のあるべき姿」の意味
で用いることにする。 
 
3.3.3 「評価規準」と「評価基準」について  
 評価には「評価規準」と「評価基準」という用語
があり、この２つを区別することが必要である。『教
師のためのインストラクショナルデザイン 授業設
計マニュアル』より以下に引用する 13)。 
「・規準（のりじゅん）：評価のよりどころになる学
習目標を具体的に示したもの 
 ・基準（もとじゅん）：規準をどの程度達成できた
かを判定する物差し 
 つまり、規準は本時の目標と基本的には同じもの
であり、基準はその規準に到達しているかどうかを
何段階かに分けた物差しと言い換えることができま
す。 
 一般的にはＡ：十分に満足できる、Ｂ：おおむね
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満足できる、Ｃ：努力を要する、の３段階で表記し
ます。」 
 学習指導案の本時の目標は、「評価規準」そのもの
であり、授業のなかで容易に評価できる目標を設定
する必要がある。また、授業のなかで行う評価の「評
価基準」は、目標が達成できたかどうかを判断すれ
ばよいので、「Ｂ：おおむね満足できる」、「Ｃ：努力
を要する」の２段階での評価が適している。 
 
3.3.4 観点別評価について 
 各教科の評価の観点を共通にするために、現在多
くの教科で、次の４観点で評価が実施されている。
「知識・理解」、「技能」、「見方・考え方」、「関心・
意欲・態度」である。これを観点別評価という。 
 「知識・理解」、「技能」および「見方・考え方」
の３観点は、授業中に確認したり、テストを実施し
たりするなどして、客観的な評価が可能である。こ
れらに対して、「関心・意欲・態度」はテストでの評
価が困難であり、授業中の確認も授業者の主観に左
右されるなど、評価方法が確立しているとは言えな
い面があり、評価にあたっては多大な労力と苦心が
必要で、教育現場を悩ませている大きな課題といえ
る。 
 
3.3.5 授業のなかで実施する評価と観点別評価との
関係 
 授業のなかで実施する評価は、短時間で容易にで
きなければ、目標を達成できたかどうかを把握し授
業を修正していくためのツールとして活用すること
はできない。 
 ここでは、授業のなかで実施する評価は、観点別
評価のうち、①「知識・理解」、②「技能」、③「見
方・考え方」の３観点が評価ツールとして適してい
ることを説明する。 
 これら３観点を本時の目標とする場合、①につい
ては「～について理解する」とか、②については「～
ができる」など、③については「～の考え方を利用
して問題を解くことができる」等の記述になること
が多い。 
 ①は「知識・理解」に関する観点であるから、再
現させる発問や評価問題を出して、口頭で答えさせ
たり、記述させたりして「できた」、「できなかった」
の２段階で評価する。口頭で答えさせる場合は、指
名する生徒（数人）を適切に選択すれば、全体の状
況をおおむね推測することができる。また、記述さ
せた場合は短時間で机間指導をしながら見取ればよ
い。 
 評価の結果、理解していない生徒が多いと判断し
たら、「２、３分時間をとります。教科書を読み直し
なさい」などと指示し、短時間で再度定着を図るこ
とが大切である。 
 ②と③は「技能」と「見方・考え方」に関する観
点であるから、評価問題（教科書のなかから１問を
選んでもよい）を出題し、ノートやワークシートに
解かせたり記述させたりする。教師が正答を板書す
るなどして、生徒に○、×をつけさせ、「できた人は
挙手しなさい」と指示すれば、目標の達成状況を即
座に把握することができるとともに、生徒にとって
は評価の本人へのフィードバックにもなる。 
 このようなことから、「知識・理解」、「技能」およ
び「見方・考え方」の３観点は授業のなかで実施す
る「形成的評価」に適しているといえる。 
 ここで、技術科等の実習のある教科の評価につい
て一言述べておきたい。実習では、数時間を単位と
して、進行状況を確認するためのチェックシートを
生徒に配布しておき、「ここまできたら制作途中の作
品を教師に見せにくること」などと指示しておけば、
一人ひとりを個別に評価することができる。また、
「Ｃ：努力を要する」という評価の生徒には、やり
直しを指示すれば、評価結果を本人へフィードバッ
クすることができる。 
 次に、授業のなかで実施する評価のなかで、「関
心・意欲・態度」の観点をどう扱うべきかについて
述べる。というのは、「関心・意欲・態度」の評価に
ついては、様々な課題があるからである。 
 数学科を例に述べると、「関心・意欲・態度」とは、
授業に集中しているとか、授業のノリがよいという
ような一般的なことではなく、数学や数学的事象お
よび数学的な活動に関する「関心・意欲・態度」の
ことである。生徒が数学に関心や意欲を示し、それ
が態度として表れる、その表れを見取って評価する
のである。したがって、「関心・意欲・態度」の評価
「規準」は「～をしようとしている」という表現に
なる。前述したように「知識・理解」、「技能」およ
び「見方・考え方」の３観点は「授業の結果や成果」
を評価するのに客観的に評価することができるのに
対して、「関心・意欲・態度」の評価は、「積極的に
取り組もうとしている」等の取り組む姿勢を見取る
ので、主観的な評価に成らざるをえない。ここに評
価の難しさがある。だから、学校現場では、単元全
体を通して評価するのが一般的である。では実際に
どう評価しているかというと、提出物、発言・発表、
学習態度、忘れ物の状況などを総合的に判断し「総
括的評価」をしている。「関心・意欲・態度」に関し
ては、評価方法が確立しているとは言い難く、評価
に苦心しているように見受けられる。 
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 要するに、言いたいことは、「関心・意欲・態度」
の評価は、授業のなかで実施しない方が無難である
ということである。理由は２つある。 
 理由① 評価方法が難しい（客観的に評価する手
だてがない）。 
 理由② 本時の主目標にはならないので、「形成的
評価」をする必要がない。 
 ただし、本時の目標を複数設定する場合には、目
標に入れることもあるが、その場合は授業者の「主
観的な判断でよい」と割り切って、評価すべきであ
る。 
 
3.3.6 「学習を評価する力」の形成に向けての提案 
 上記の評価に関する記述を基にして、特に、大学
の講義・演習のなかで行う「模擬授業」に資する事
項に限定して提案する。具体的には、下記のような
学習をカリキュラムのなかに組み込むことである。 
 提案① 「評価規準」と「評価基準」の違いにつ
いて学習する。そして、学習指導案の本時の目標は、
「評価規準」であること、目標は１つに絞ることを
理解する。 
 提案② 観点別評価について学習する。そして、
評価項目としては、「知識・理解」、「技能」、「見方・
考え方」について記述し、「関心・意欲・態度」につ
いて記述する場合は、「主観的な判断でよい」ので評
価方法を明記する。 
 「生徒の興味関心を惹起するような教材教具を用
意する」などとよく言われるが、ここで言う「興味
関心」と観点別評価の「関心・意欲・態度」とでは、
表現は似ているが、全く別の概念であることを理解
する必要がある。前者の興味関心とは、生徒がすで
に獲得している興味関心に働きかけて本時の授業に
誘引するということである。これに対して、学習指
導要領が目指す後者の「関心・意欲・態度」とは、
数学的事象、数学的活動や数学のよさに関する関
心・意欲・態度のことであり、単元の学習の結果と
して獲得されるものである。 
 提案③ 授業における評価では、「評価基準」は２
段階の評価が基本であることを理解する。授業のな
かで、短時間で評価するのだから、本時の目標が「達
成できた」、「達成できなかった」の２段階の評価が
できればそれで十分である。すなわち、「Ｂ：おおむ
ね満足できる」と「Ｃ：努力を要する」の２段階の
評価になることを理解する。 
 提案④ 本時の目標を設定する場合、必ず評価方
法をいっしょに決定する必要があることを理解す
る。そして、評価場面は、目標が達成できたかどう
かを評価するのであるから、授業の後半に位置する
ことを知る。 
 提案⑤ 「学習を評価する力」とは、本時の目標
に到達できたかどうか、あるいは何割の生徒が目標
に到達できたか（到達度）を、授業のなかで評価す
る「形成的評価」の力であることを学習する。また、
評価の結果によっては、指導計画を修正して補充学
習をする等の手だてを用いて、あくまでも目標達成
を目指すための大切な評価であることを理解する。 
 提案⑥ 「目標と指導と評価の一体化」という考
え方について学習し、このことがＩＤの基本である
ことを理解する。 
 「目標と指導と評価の一体化」は、教育現場に求
められている大きな課題である。 
 ここで、「目標と指導と評価の一体化」に関して、
『教師のためのインストラクショナルデザイン 授
業設計マニュアル』より引用する 14）。 
 「授業のねらいに即した授業の成果の確かめ（評
価）がされているかどうか。学習活動や教師の指導
の手だてが授業のねらいに即して準備されているか
どうか。そして、学習活動や授業内容と合致した評
価が行われているかどうか。整合性という観点に立
って、他のふたつを見比べながら、評価はこれでよ
いか、授業の方法はこれでよいかを吟味していきま
す。この整合性を常に意識することで、目標と実践
の乖離を防ぎ、常に目標の到達度を参考にしながら、
次の実践を設計することが可能になるのです。学校
現場では、『目標と指導と評価の一体化』と呼ばれて
います。」 
   
3.4 「授業の作戦を練る力」 
  「授業の作戦を練る力」とは、教材を１単位時間
の授業として組み立てる力のことである。メーガー
の３つ質問のなかの「How do I get there?（どうや
ってそこに行くのか？）」に対応した力のことであ
り、「何を、どう教えるのか（学習内容と学習方法）」
を決定する力のことである。 
 １単位時間（50 分）の授業は通常、「導入」・「展開」・
「まとめ（終末）」の３場面で構成するので、場面に
分けて「授業の作戦を練る力」について述べる。 
 
3.4.1 「導入」 
 「導入」とは、授業目標に向かう助走の部分であ
る。「導入」は、通常５分程度である。 
 ここでの原則は、全員を授業に参加させることに
ある（全員参加の原則）。全員がわかるあるいは全員
ができるところからスタートすべきである。授業始
めの「つかみ」とは、生徒の興味関心を引きつける
ということであり、そのために教師は通常「もの（教
湘南工科大学紀要 第 51 巻 第１号 
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材教具）」を準備する。 
 しかし、学生の模擬授業を参観すると、ここに時
間をかけて丁寧にやりすぎることが多い。丁寧にや
ることがよいことだと思っているように見受けられ
る。実際のところ、導入を丁寧にやればやるほど、
目標に到達できずに、授業終了のチャイムが鳴ると
いう事態に陥る可能性は増大する。筆者らはこのよ
うな授業をたびたび参観してきた。 
 要するに、導入段階での「授業の作戦を練る力」
とは、本時の目標に向かう始めのスモールステップ
として、易しくて全員が取り組める教材、しかも５
分程度でできる教材を自作できる力のことである。
導入段階の授業イメージは、テンポよく、ササッと
進めることであり、しかも全員を授業に参加させる
必要がある。 
 教科書の単元は、易しい事柄からスタートして、
徐々に難しい事柄へと深化発展するように構成され
ている。これが意味することは、１単位時間の授業
でも、単元の後半では、いきなり難しい課題から授
業をスタートすることになってしまうということで
ある。ここが、教師の知恵の絞りどころであり、教
科書には書かれていない、易しい導入課題を自作す
る必要がある。教職経験の浅い教師・教師候補生の
模擬授業や実際の授業を見て感じることは、ここを
「前時の復習」として済ませている例が多いことで
ある。導入での授業の作戦として、易しくて（でき
る限り）全員が理解できる自作の課題を作ることで、
全員の注目を集め、「この授業は自分にもわかる（か
もしれない）」と感じてもらうことである。 
 
3.4.2 「展開」 
 授業は「易しい課題（導入）」からスタートして、
授業の山場では「難しい課題（本時の目標）」や「習
熟のための時間（練習学習）」などを経て、「まとめ
（終末）」で終わる。 
 「導入」と「展開」の学習内容を 3 つのステップ
に分けて、スモールステップで構成すると、生徒に
とって「わかりやすい授業」になる。生徒にとって
わかりやすい授業とは、教師にとっては、指導しや
すい、教えやすい授業を意味する。なぜ、スモール
ステップを設けるとわかりやすい授業になるのか。
それは、スモールステップを設けることによって、
ステップを１段登るための難度・困難性が緩和され
るからである。 
 「導入」を第 1 ステップとすると、目標到達場面
は第 3 ステップ（ファイナルステップ）となる。し
たがって、「展開」では、第 2 ステップと第 3 ステッ
プを設計する必要がある。しかしながら、たとえス
モールステップを設定してもなお、生徒にとって理
解しにくい、あるいは間違いやすい箇所は残る。教
師は、ここを見抜き、適切な対策を練る力が求めら
れる。 
 教科書を使って授業する場合には、１単位時間扱
いの教科書の内容を、3 つのステップ（かたまり）に
分けて、学習指導案として設計する力が必要となる。
つまり、「導入」（第 1 ステップ）からスタートして、
「展開」を第 2 ステップ、第 3 ステップの 2 つのス
モールステップに分けて設計する力が必要である。 
 このように考えると「展開」での「授業の作戦を
練る力」とは、１単位時間扱いの教科書の内容をス
モールステップに分ける力のことであり、また、生
徒が理解しにくい、あるいは間違いやすい箇所を見
抜き、事前にその対策を練ることができる力という
ことができる。 
 
3.4.3 「まとめ（終末）」 
 「まとめ」とは授業の終末の部分である。しかし
「まとめ」の時間に必ずしも 1 単位時間の授業の詳
細を振り返る必要はない。たとえば授業の最後に「今
日は、～の勉強をしました」と括るだけでもよい。
その意味で筆者らは「終末」と呼ぶことも多い。と
どのつまり、「まとめ（終末）」では「授業の作戦を
練る力」を特に必要としないと考えてよい。それが
目標に対応したものになっていれば、よしとしたい。 
 
4. 「教材研究」について 
  
 「授業力」の「授業をデザインする力」を裏打ち
するものとして「教材研究」がある。「教材研究」と
は、授業づくりにおいて、教科書や指導書、関連す
る資料等を読み込んで教材に対する理解を深めた
り、視野を広げたり、教材の価値判断等を行うこと
である。この「教材研究」の浅深が、「授業力」の幅
と奥行きを生み出すものになる。 
 ここでは「教材研究」を 3 つの要素に分けて述べ
る。 
 ①「１単位時間に扱う教科書の内容をスモールス
テップに分けて再構成する力」 
 ②「発問づくりの力」 
 ③「教材の理解の難しい箇所・間違いやすい箇所
を見抜き、対策を練る力」 
 
4.1 「１単位時間に扱う教科書の内容をスモールス
テップに分けて再構成する力」 
4.1.1 「１単位時間に扱う教科書の内容をスモール
ステップに分けて再構成する力」とは 
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 「導入」から「展開」までをスモールステップで
構成するためには、教科書の学習内容を 3 つのステ
ップ（まとまり）に分けて構成し直すことができれ
ばよい。 
 「導入」をどのようにするか、スモールステップ
をどのように設定するか、教科書のどこを補って教
えるべきかを考えることが、「教材研究」をするとい
うことである。教科書は、学習指導要領に示された
各教科の目標を達成するために、学習すべき内容を
「易」から「難」、基礎から応用へと学習の順序にし
たがって構成したものである。したがって、教科書
の単元構成はどうなっているか、学習の順序はどう
なっているかを知り、１単位時間の授業として再構
成することが教材研究であるといえる。 
 
4.1.2 複数の教科書を比較検討すること 
 いずれの教科においても複数の教科書が存在す
る。教えやすい教材が載っている教科書はどれか、
自分の目で比較検討する必要がある。比較すること
によって、同じような教材でも扱い方や教え方が教
科書によって異なっていることが理解できる。この
ことを理解するだけでも教材研究に厚みが生まれ
る。 
 発行されている教科書すべてにあたることが理想
ではあるが、時間的な制約もあり負担も大きくなる。
ひとまずは、2 社の教科書を比較検討することから始
めたい。教材研究というと難しく考えがちだが、数
社の教科書を比較検討して 1 単位時間の授業として
再構成することが教材研究の基本である。 
 特に、教育実習を行う学校が使用している教科書
については、学生自身が事前に入手し、教科書の特
徴を把握しておくことが必要である。また、当該教
科書を使用して大学の講義・演習で実際に模擬授業
を行うことが大切である。 
 学生の教育実習校の教科書を持ち寄れば、自ずと
複数の教科書を比較検討することが可能となる。さ
らに、異なる教科書の同じ単元の同じ学習箇所でそ
れぞれの学生が模擬授業を実施すれば、教材の扱い
方に自ずと違いが出て、多様な指導場面が「模擬授
業」で観察できるという利点も生じる。 
 ここで、教育実習校での教科書がどのように選定
されているかについて述べておきたい。中学校の場
合は、教科書採択地区ごとに教育委員会が選定する
ことになっている。市毎に選定される場合が多いが、
複数の市町村が同一採択地区を形成して同一の教科
書を選定している場合もある。したがって、隣接す
る市でも教科書が異なることは普通に起こりうる。 
 高等学校の場合は、学校毎に教科書を選定してい
る。 
 
4.1.3 小・中・高等学校の教科の系統性を教科書で
確認すること 
 中学校１年数学で比例の指導をするときに、小学
校では比例をどのように習い、どこまで学習してい
るかを確かめることは、教材研究として大切なこと
である。中学校の教科書に書かれている事柄のうち、
学習者にとってどこが既習事項で、どこが新しく学
ぶことなのかが分かれば、指導の重点化ができる。 
 ここでは数学科の例を示したが、他の教科でも、
中学校で授業する場合は小学校の教科書を、高等学
校で教える場合には中学校の教科書を参照しておく
必要がある。学習指導要領にも目を通すことができ
ればなおよい。 
 
4.1.4 教科書を活用するときの留意点 
 教科書を使って授業を行う場合、教科書を活用す
るときの留意点について知っておく必要がある。こ
れを知っているようで、案外理解していない学生が
多いのが現状である。 
 教科書にはページ数の制約があるため、丁寧に扱
うべき事柄であるにもかかわらず簡略な記述になっ
ていたり、複数の例を載せれば生徒の理解促進に役
立つような場合でも１つの例で済ませてしまったり
している場合がほとんどである。それは、教科書は
教師が教えることを前提に作られているからであ
る。教師が必要に応じて資料を用意したり、ワーク
シートを自作したりして、補って教えることを前提
にして作られているからである。教科書は、教師に
とっては使用義務のある主たる教材であり、教師が
指導することを前提に作成された教材であって、生
徒が自学自習して理解できるようには作られていな
い。 
 学生の「模擬授業」を参観すると、ほとんどが教
科書通りに指導を進める。教科書通りに教えること
に疑問を感じていないようである。この点について
は学生の教科書に対する意識改革が必要である。教
科書は、教師が指導するとき、必ず補って教えなけ
ればならないことを学ぶ必要がある。補って教える
必要があるから、ただ単にスモールステップを設定
すればよいのではなく、教材の再構成（補って構成
し直すこと）が大切となる。 
 
4.2 「発問づくりの力」 
 「教材研究」で大切なことの２つ目が、「発問づく
り」である。 
 学生の「模擬授業」を参観すると「教えること＝
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説明すること」と思いこんでいる者が非常に多い。
このことは、学生が「よい説明ができればよい授業
になる」と思っていることを示すものと考えられる。
しかし実際のところ、学習内容を生徒に理解させる
方法は多様である。発問を通して理解させる。実験
や実習を通して理解させる。図、表、グラフなどの
資料を与え、そこから色々なことを読み取らせ、理
解させる等、である。これらの中でも授業で使う頻
度が最も高いものが発問である。   
 「発問づくり」をここで取り上げるのは、教師は
説明するのではなく、発問をすることで生徒に考え
させ、その結果としてある事柄を理解させるためで
ある。授業のなかで大切なことは、生徒に考えさせ
ることである。説明を聞くよりも、発問を通して考
えさせることの方が、生徒の脳の働きとしては高次
だからである。 
 「発問づくり」をするにあたって、よい発問とは
何かを理解しておく必要がある。よい発問とは、そ
れによって生徒の脳の働きが誘発され、課題解決の
道筋が明らかになったり、課題解決に至ることがで
きたりする発問のことである。具体的には、よい発
問とは生徒の多様な意見や考えを引き出すことので
きる発問のことであり、生徒の意見や考えが２つま
たは３つに分かれ対立が起こるような発問のことで
ある。意見や考えがいくつかに分裂すれば、どの意
見や考えが正しいかという探求が始まり、理解が深
まることが期待できる。 
 発問を考える前提として、発問には「開かれた発
問」と「閉じた発問」があることを知識として理解
しておくことが大切である。 
 開かれた発問は、多様な意見や考えを引き出すと
きに役立ち、授業が多角的に展開する可能性が高ま
る。ただし、生徒にとっては応答しにくい発問であ
り、クラスの雰囲気によっては反応が返ってこない
という事態も起こりうる。 
 閉じた発問は「はい」、「いいえ」等二者択一をさ
せる発問のことであり、生徒にとっては答えやすい
発問である。また、意見や考えが２つに分かれるの
で、そこから討論の授業を仕組むことが可能となる。
ただし、閉じた発問を多用すると、教師の発問に対
して生徒は「はい」、「いいえ」のどちらかで応答す
るので、発展性に欠ける単調で平板な授業に陥る危
険があるので注意を要する。 
 このような「発問づくり」の力は一朝一夕には形
成できない。長い修養を必要とするが、説明するこ
とから「発問づくり」へと発想の転換ができれば、
最初の一歩を踏み出したといえる。現在はインター
ネットの検索によって多くの学習指導案を閲覧する
ことも可能である。同じ単元のなかで使うことがで
きる発問をいくつも収集し、どれがよりよい発問か
を比較検討することによって、「発問づくり」の力は
少しずつ形成できると考える。効果的な発問をまね
て自作してみることを勧めたい。 
  
4.3 「教材の理解の難しい箇所・間違いやすい箇所
を見抜き、対策を練る力」 
  生徒が理解しにくかったり間違いやすかったりす
る箇所を見抜くためには、目の前の生徒の学習状況
を観察し理解する必要がある。生徒と接する機会が
ない学生には不可能なので、ここでは、教科書教材
の中で比較的難しいと感じるところに焦点をあて
て、そこをどう指導するかという対策を練ることで、
よしとしたい。 
 生徒が理解しにくかったり間違いやすかったりす
る箇所を、どのように指導すればよいか。多様な工
夫が必要であるが、ポイントを１つ示すとするなら
ば、それは視覚化である。理解を促進するために、
生徒がイメージしやすいようにイラスト、図表、自
作のちょっとした教材教具などを用意できるとよ
い。 
 
5. 「授業を展開する力」の形成について 
 
5.1 イ「授業を展開する力」の 3 要素 
 「授業を展開する力」とは、授業を実際に行うと
きに必要な力のことであり、授業で必要とされるス
キル（コツ）のことである。スキルの習得には長い
時間がかかる。身をもって１つ１つ体得していかな
ければならない。スキルについての知識を教えるこ
とはできるが、知識だけでは用をなさず、実際に活
用できるためには、体験を通して身につける必要が
ある。この前提に立って、イ「授業を展開する力」
を以下の 3 つの要素に分けて述べることにする。 
 ①「生徒と問答する力」（コミュニケーション力） 
 ②「生徒の意見や考えを授業に生かす力」（表現力） 
 ③「授業を修正、整理して生徒を目標に向かわせ
る力」（リーダーシップ力） 
 3 つに分けて述べるが、これら 3 つの要素の総合力
として「授業を展開する力」が発揮されることを考
えれば、「授業を展開する力」の形成は、模擬授業や
実際の授業を観て学ぶ、「模擬授業」を自分で行って
みてそこから学ぶしかないものである。 
 
5.2 「生徒と問答する力」（コミュニケーション力） 
 中学校、高等学校での授業は、生徒と教師が問答
しながら進めるのが基本である。 
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 生徒と問答する前提として、まず教師は生徒の方
を見ていなければならない。教師は授業中必要に応
じて板書をするが、板書するときには教師は生徒に
背を向けざるを得ない。だから、教師は板書する時
間と説明する時間を分けて授業をしなければならな
い。事前にこのような授業イメージを持っておく必
要がある。このイメージができていないと、黒板に
向かったまま、生徒の方を見ることなく説明をする
という事態が生じる。 
 この程度のことでも大学の講義・演習で実際に「模
擬授業」をしてみるまでは、学生は理解できないも
のである。「模擬授業」を行うことの大切さは、経験
してはじめて気づくような細事（授業における「箸
のあげおろし」）が山ほどあることによる。 
  次に、問答が成立するためには、事前に、発問を
練っておく必要がある。そして、生徒がその問いに
対してどう反応するかを、予測しておくことが大切
である。授業中に生徒から思わぬ意見や反応が出て
きて、その後の授業が思うように進められなかった
という苦い経験をしたことのある教師は多いことだ
ろう。 
 発問づくりと関連して、生徒の反応を事前にでき
るだけ予測し、それをノートに記録し、作戦を練っ
ておくことが大切である。どのような意見や考えが
出てきてもあわてずに、それらに対応しながら授業
を目標に向かって進めるのが、教師の仕事である。 
 「生徒と問答をするための力」とは、コミュニケ
ーション力のことである。このコミュニケーション
力を向上させるためには「模擬授業」の場数を踏む
ことが必要になる。そのため大学の講義・演習で「模
擬授業」を取り入れる際には、１回あたりの模擬授
業時間を短時間に限定し（5～10 分程度）、学生一人
ひとりができるだけ多く体験できるよう計画するこ
とが理に適っている。そして、「模擬授業」を学生同
士で相互批評することを通して、授業を観察する力、
よい授業とそうでない授業を見分ける力が身に付い
ていく。 
 
5.3 「生徒の意見や考えを授業に生かす力」（表現力） 
 「生徒の意見や考えを授業に生かす力」を形成す
るためには、上で述べた発問に対する生徒の反応を、
事前に予測しておくことが大切である。事前に準備
しておけば、たとえ予測していない事態が起こって
も、慌てずに対処できる可能性は増大する。 
 「生徒の意見や考えを授業に生かす力」を形成す
るためには、生徒から出た多様な意見や考えをいく
つかに分類できることが大切である。言葉を換えれ
ば、共通項を見出したり要約したりする力が必要で
ある。出された意見や考えをいくつかのまとまりに
分類できれば、個々の意見や考えに対応するよりも、
多くの時間を費やさずとも生徒の意見や考えを尊重
でき、対応の仕方もシンプルになる。生徒の意見や
考えを分類して対応するという考え方を理解し、体
験を通して習得していくことが大切である。 
 表現力の構築には、様々な方法があるが、ここで
は著者の一人飯島が、自分自身の学級指導や授業で
の表現力のなさを痛感し、実際に試みた方法を紹介
する。参考にしたのは、落語である。 
  落語家が師匠から落語のネタを教わるのは、口伝
による。師匠が演じてみせ弟子がまねる。師匠は弟
子の演じるのを見て、短くコメントしやり直させる。
その繰り返しで、１つの演目を伝授する。落語家は
50～100 の演目を持っているといわれている。持ち
ネタが増えるごとに、表現力は豊かになり、プロの
落語家に育っていく。 
 そこで飯島は、教育書から生徒指導、学級指導、
カウンセリングや学習指導に関して心に残った部分
を抜粋してワープロで打ち直し、これを「話のネタ」
として 100 収集し、丸暗記しようとしたことがある。
落語家が持ちネタを増やして、表現力に磨きをかけ
るのと同じことをしたわけである。100 のネタは覚え
られなかったが、50 ほどのネタは覚えたと記憶して
いる。そして、まず変わったのが、書き言葉である。
自分の考えや感じたことを素直に表現できるように
なった。文章に比べて、話の上達は牛の歩みのごと
くであったが、徐々に変化していった。 
 この経験は、インプットの蓄積なくして、アウト
プットはあり得ないということ示している。心に残
る文章にはそれなりの工夫があり、そのような文章
を書き写してインプットすることは、表現力を形成、
向上させるのに有効である。まずは、まねることか
ら始めることを勧めたい。 
  
5.4 「授業を修正、整理して生徒を目標に向かわせ
る力」（リーダーシップ力） 
 授業は「生き物」である。教師と生徒が教室とい
う空間のなかで共に作り上げる「創造物」である。
生徒の多様な現れを見取り、対応し、本時の目標に
向かってコントロールするのが教師の役目である。
生徒の多様な現れに対する対応が不十分だと、授業
は混乱する。 
 「授業をデザインする」段階で、本時の目標が１
つに絞られており、「導入」から「展開」までがスモ
ールステップで設計されていれば、教師の発問や指
示に対する生徒の反応が、たとえ予期せぬものでも、
授業の流れを修正して対応することは難しいことで
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はない。とはいえ、どのような授業でも予期せぬ出
来事は起こるものであり、それに対処するための教
師のリーダーシップ力は欠かせない。 
 お茶、お花などのお稽古事は、1、2 年で上達する
ものではない。5 年、10 年という歳月をかけて上達
していくものである。「授業を展開する力」も同様で
ある。「生徒と問答する力」（コミュニケーション力）、
「生徒の意見や考えを授業に生かす力」（表現力）、
「授業を修正、整理して生徒を目標に向かわせる力」
（リーダーシップ力）、これらの力を身につけるため
の方法を端的にいうと、お稽古事がそうであるよう
に、上級者の授業を観察し、まねることである。手
本となる授業を数多く観て学び、それをまねて行い、
その結果を自ら修正することでのみ身につけること
ができる。 
 上級者の授業を観ることができなければ、次善の
策として、学生同士互いの「模擬授業」を観察し、
相互批評し、よいところをまねることにより、自ら
の「授業を展開する力」を改善することは可能だと
考える。 
 
6. 「授業力」形成のための「模擬授業」の 
効果的な実施法  
 
 大学の教職課程の、特に教科に関する科目や教育
実習を視野に入れて準備を行う講義・演習では、多
かれ少なかれ「模擬授業」を取り入れることがある。
「模擬授業」とは、受講生のなかから担当者を決め
て教師役となって授業実施し、受講生のうち教師役
ではない学生が生徒役となって授業を受け、字義通
り模擬的な授業を展開させるものである。通常、「模
擬授業」の担当者は、自分が行う予定の授業につい
ての「学習指導案」を予め作成する。ここで述べる
「模擬授業」は、手法としてはマイクロティーチン
グ 15）と同様であるが、ビデオの活用を必須としてい
ない点で異なるものである。この「模擬授業」を学
生の「授業力」を形成・向上させるべく効果的に実
施するためにどのような手立てがあるのかを検討す
る。 
 
6.1 「模擬授業」に使用する「学習指導案」 
  筆者らが行う「模擬授業」では、1 単位時間の授業
のうち、5～10 分という時間制限を設けて行うのが普
通である。また、学生が生徒役となるので実際の教
室での反応と異なる等、実際の授業とは異なる時間
と空間のなかで行われる。したがって、「模擬授業」
の「学習指導案」も通常の「学習指導案」と異なっ
た記述の仕方が求められる。ここでは「模擬授業」
に適した学習指導案について述べる。 
 
6.2 模擬授業用学習指導案作成のためのＱ＆Ａ 
 以下に筆者らが大学の講義・演習で「模擬授業」
を行うとき、よく出る質問を Q＆A 形式で提示する。 
Ｑ１ 学習指導案は誰のためにつくるの？ 
Ａ１：授業者（先生）と学習者（生徒たち）のため
に書く。もちろん、授業参観者のための資料でもあ
る。 
Ｑ２ 学習指導案って、どんなもの？ 
Ａ２：授業を「登山」にたとえると、登山のための 
「計画書」が学習指導案である。先生は「ガイド」、
生徒たちは「登山する人」。 
Ｑ３ 学習指導案にはどんなことを書くの？ 
Ａ３：「計画書」には、「出発地点」、「目的地（山頂）」、
「ルート（道順）」、「難所（危険箇所）」、「点呼地点
（確認・評価場所）」などを記載する。 
 これらを盛り込んだ学習のための「計画書」が学
習指導案である。 
○出発地点 
 導入場面。最初のスモールステップ。 
 既習事項（本時に必要な知識・技能）の確認など。 
○目的地（山頂） 
 本時の学習目標（生徒にどのような力を付けたい
か）。 
 ファイナルステップ（目標到達場面）。 
 模擬授業では、本時の目標は１つに絞る。 
○ルート（道順） 
 学習内容と学習の順序。易→難、基礎→応用、具
体例→般化、課題提示→意見発表、座学→実習、例
題の説明→練習問題など。 
 どのような学習内容で、どのような順序で指導す
るか。 
○難所（危険箇所） 
 生徒が「難しいと感じる所」、「間違いやすい所」。 
 難所をあらかじめ理解し、手だてを考えておく。 
○点呼地点（確認・評価場所） 
  生徒たちの目標到達の割合（到達率）を確認・評
価する。 
 難所、山頂で確認・評価する。 
※つまずいている生徒、学習について来ることので
きない生徒が目についたら、立ち止まって対応を考
えるように、難所、山頂で立ち止まって、難所通過
の程度や目標達成の程度（何割できているか）につ
いて、確認・評価する。 
※評価の結果、ルートをかえたり、日を改めて山頂
を目指したりすることもある。 
Ｑ４ 評価はどの場面で、何回くらいするの？ 
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Ａ４：評価とは、目標（山頂）到達の状況（到達率）
や難所通過の状況（通過率）を測定し、その後の授
業展開に生かす「形成的評価」のこと。１時間の授
業で、１回か２回が目安である。模擬授業では本時
の目標が１つなので、評価も１回とする。 
Ｑ５ 模擬授業用学習指導案（資料１）を作成する
ときの留意点は？ 
Ａ５：模擬授業で、実際に授業する部分だけ詳細を 
記述し、それ以外の部分は略案とする。 
 発問は、発問する通りの言葉（セリフ）で記述す
る。ここを考えないで、アドリブで授業をするから
うまくいかない。授業をするには、重要な発問や説
明がぶれないように、一字一句暗記して臨むことが
肝要である。また、授業者としての生徒に対する当
然のマナーともいえる。 
Ｑ６ そのほか大切なことは？ 
Ａ６：発問に対する生徒の反応を、考えられるだけ
列挙してみる。 
  予測可能性が増大するほど、授業はスムーズに進
行する。生徒の反応が予測できなければ、授業をコ
ントロールすることが困難になる。 
Ｑ７ 指導案ができたら、次に何をするの？ 
Ａ７：文部科学省の「優秀教員」として表彰された
ベテラン総括教諭が、若い教師に対して指導をした
 
 資料１ 模擬授業用学習指導案 
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ときの言葉を伝えよう。 
 「授業にかける前に＜重要な発問・指示＞や＜重
要な説明＞は、指導案を見なくても言えるように、
私は、何度も声に出して練習しているよ、今でも。
稽古もしないで、本番の舞台にあがる役者がいると
思う？」 
 
6.3 「模擬授業」の効果的な実施方法改善のための
視点 
6.3.1 はじめに導入場面で「模擬授業」を実施する 
 筆者らは通常「模擬授業」を、「導入」にあたる 5-10
分を行う。これは「導入」で全員の生徒を注目させ、
理解してもらうことができなければ、その後の「展
開」における本時の目標としている事柄についても
当然、学習者（生徒）に理解され得ないと考えるか
らである。 
 しかしながら、1 単位時間の授業の大まかな流れ、
つまり 1 単位時間の授業イメージ（図１）を理解し
ていなければ、「導入」の 5-10 分の「模擬授業」の
善し悪しを適切に評価することはできない。 
 「模擬授業」を学生に課す前に、１単位時間の授
業の構成について、予め学生に提示するカリキュラ
ムを用意しておくべきである。先述したように「導
入」の授業イメージは、テンポよく、ササッと進め
ることである。しかも全員を授業に参加させつつで
ある。 
 「導入」のはじめに扱う既習事項は軽く扱う。「展
開」で必要不可欠な事柄だけに絞って復習すること
が大切である。なぜならしっかりと時間を確保して
学習する必要があるのは「展開」の場面なのだから。 
 
 
6.3.2 展開場面で「模擬授業」を実施する 
 導入場面での「模擬授業」にある程度習熟したら、
「模擬授業」も１段上のレベルに進むことができる。
次の段階は「導入」ではなく、展開場面で「模擬授 
業」をすることである。「導入」の 5-10 分を取り上
げるのではなく、「展開」のうちの 10 分を「模擬授
業」で行うのである。 
 実際の「模擬授業」のやり方としては、「模擬授業」
をはじめる前に、「本時の目標」や導入場面の概要を
口頭で数分説明してから、その続きとしての「模擬
授業」を行うことである。ここは生徒がはじめて学
習するところなので、「導入」とは異なる組み立てが
必要となる。学習のポイントをしっかり押さえた指
導ができるかどうかが鍵となる。 
 スモールステップでいうと、第２ステップあるい
はファイナルステップの学習であるから、時間をか
けて授業を展開することが大切であり、そのために
は「模擬授業」の時間は 10 分必要である。 
 
6.3.3 同一教材で「模擬授業」を実施する 
 今までは、「模擬授業」の教材は、授業をする学生
の自由な選択に任せていた。学生にとっては、教材
選択の幅が大きく、学習指導案の作成や模擬授業の
実施も、自分の特性にあったものを選択できる等の
メリットがあった反面、学生同士による「模擬授業」
の相互評価や指導担当による指導助言が個別的にな
り、比較して検討・評価することが困難であるとい
うデメリットも生じていた。 
 今後は、同一教材での「模擬授業」を実施するこ 
とによって、教材の扱い方、授業の進め方、発問の
善し悪し、生徒との問答の仕方について、比較し検 
 図１ 授業構成図 
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討することができると考える。比較検討できること
のメリットは、模擬授業を行う学生が、自身の「模
授授業」を他者と比較して、自己評価しやすくなる
ということである。これによって自分の模擬授業の
欠点や長所が自覚できるので、授業改善のモチベー
ションがアップすると共に、他者の模擬授業のよい
点をまねようとする動機づけになると考えられる。 
 
6.3.4 PDCA サイクルを活用した「模擬授業」改善
の方法 
 ID のシステム的なアプローチのモデルとして
「ADDIEモデル」がある 9）。これは、分析（Analysis）、
設計（ Design ）、開発（ Development ）、実施
（Implement）、 評価（Evaluate）の頭文字をつな
いで ADDIE モデルと呼ばれている。 
 『教師のためのインストラクショナルデザイン 
授業設計マニュアル』より引用する 16）。 
 「横文字が並んでいますが、何ということはあり 
ません。普段、教師が日常行っていることを少し丁
寧に分解して見せただけです。それぞれの段階では
次のようなことをします」という前置きに続いて、
次のような記述がある。 
 ・分析：学習者の特性や前提知識、教える内容を
分析し、目標を明確にします。 
 ・設計：教材研究を行い、教える内容の見取り図
をつります。 
 ・開発：単元の計画、授業の流れをまとめ、教材
や学習環境を準備します。 
 ・実施：指導案に基づき、用意した教材を使って
実際に授業を行います。 
 ・評価：授業後の検討会等で授業を振り返ります。」 
 このモデルのポイントは、「分析フェーズ」に対し
て「評価フェーズ」からフィードバックを行い、学
習活動を常に改善するようプロセスが循環している
ところにある。 
 このモデルの「分析」、「設計」、「開発」の各フェ
ーズを束ねて Plan（計画）とし、Implement（実施）
→Do、Evaluation（評価）→Check に置き換え、
ADDIE モデルではフェーズとしては直接表現され
ていない Act（改善）を加えると、PDCA サイクル
と見なすことも可能であると考える。 
 ここでは、PDCA サイクルを活用した「模擬授業」
の効果的な改善方法について述べる。模擬授業を行
う場合には、このサイクルは、Ｐ（学習指導案の作
成）→Ｄ（模擬授業の実施）→Ｃ（授業の評価）→
Ａ（改善点の確認）というプロセスとなる。そして、
Ａ（改善点の確認）をフィードバックして、Ｐ’（改
善した学習指導案）という新しい段階に進むことに
よって、効果的な授業改善が可能であると考える。 
 大学の講義・演習のなかで扱う「模擬授業」の具
体的な実施方法は次のようになる。 
 フェーズ① 事前に学習指導案（Ｐ）を用意する。 
 フェーズ② 講義・演習に参加し模擬授業（Ｄ）
を実施する。 
 フェーズ③ 模擬授業後に授業について学生が相
互評価および指導教官による指導助言（Ｃ）を行う。 
 フェーズ④ 次の講義・演習までに、改善点に関
するレポート（Ａ）を作成すると共に、改善した学
指導案（Ｐ’）を完成させる。 
 この改善した学習指導案（Ｐ’）による模擬授業
（Ｄ’）の実施および改善の効果の評価（Ｃ’）を行
うことにより PDCA サイクルを活用した「模擬授業」
の改善の有効性を確かめることができると考える。 
 また、フェーズ①～③までは同じ人が実施し、次
のＰ’Ｄ’ Ｃ’Ａ’サイクルは、模擬授業（Ｄ）を
参観した別の学生が行うという、リレー方式も考え
られる。こちらの方が、講義・演習の時間的な制約
を考えると現実的であると思われる。  
 
7． まとめ 
  
 学校教育現場では、新規採用教員に即戦力となる
実践力が求められている。とりわけ「授業力」は、
最低限身につけておくべき力であると期待されてい
る。これに対応すべく、大学の教職課程では、学生
が「授業力」を形成し、向上できる講義・演習を提
供する必要がある。しかしながら、一般的に中学校・
高等学校における教員の「授業力」は実践において
培われる、いわば臨床の知の側面が強く、これを言
語化し研究の土俵に乗せることが容易ではなく、先
行研究も乏しい領域である。 
 そこで本稿では、「授業力」の形成・向上について
長年にわたる教師経験・現役教員への指導経験・大
学生への指導経験で得た事柄を軸とし、ID 理論に準
拠して推敲を重ねた。さらに大学の講義・演習で、「授
業力」形成と向上に最も影響を及ぼすと考えられる
「模擬授業」を効果的に実施するためにはどうした
らいいのかについて論じた。 
 論じるにあたっては「授業力」を「授業をデザイ
ンする力」と「授業を展開する力」に分け、さらに
「授業をデザインする力」は①目標を明確にする力、
②学習を評価する力、③授業の作戦を練る力に、「授
業を展開する力」は①生徒と問答する力（コミュニ
ケーション力）、②生徒の意見や考えを授業に生かす
力（表現力）、③授業を修正、整理して生徒を目標に
湘南工科大学紀要 第 51 巻 第１号 
－ 130 － 
向かわせる力（リーダーシップ力）と構成要素を明
示し各々の力について学生の傾向を詳述するととも
に大学での具体的な指導の内容について提案した。 
 また、「授業力」形成・向上させるための「模擬授
業」の効果的な実施の方法について、その時間・内
容・評価について明示するとともに、PDCA サイク
ルを活用した「模擬授業」の改善法を提案した。「は
じめに」で記載したように教育における「授業力」
は、教科の特徴や教科外の活動様々な側面があり、
当然のことながら本稿に記載した事柄以外の要素に
ついて議論できる余地はあるだろう。それらは今後
の課題としたい。また、近々の課題として本稿で提
示した「模擬授業」を実際に大学の講義演習で実施
して、学生が実践し「授業力」を向上させることが
できるかを検証したいと考えている。 
 ガニェはその著書の中で「ID はティーチング（教
えること）のプロセスを支援することではなく、学
習のプロセスを支援することに焦点化するという立
場をとる」17）と言っている。本来教職課程における
教育は、教えることのプロセスを支援するのではな
く、生徒が学習をするプロセスを支援できるように
するためのものであり、テクニックを殊更声高に主
張することに重きを置くべきものではない。しかし
ながら、筆者らは教員になりたいと切願する学生が、
時間の限られた学生時代に中学校や高等学校で対応
できる「授業力」を形成・向上するために、大学の
教員としてできる方策をあれこれと模索し、その結
果子細に至るまでの内容を盛り込むことにした。 
 教職課程の学生が（教職に就いた後も含めて）、教
育実践を重ねる中で自分なりの授業のあり方を工夫
し、「授業力」の向上に努めてくれることを大いに期
待するところである。 
 
注１：『昭和・平成 現代史年表』（神田 文人編，小学館 
1997）の 1982 年 3 月の欄に「全国 637 校の中高校卒業
式で、校内暴力に備え、警察官が立ち入り警戒」とある。 
注２：1979 年からテレビで放映された学園ドラマ。中
学校の教員である武田鉄矢演じる金八先生が、３年Ｂ組
の生徒とその家族に起こる様々な問題（非行・不登校・
いじめ・親子の断絶・校内暴力など）を真正面から受け
止め奮闘するというストーリー。学校が抱える様々な問
題を真正面から取り上げ当時話題を集めた。 
注３：スーパービジョン（super vision）とは、対人援
助職者（医療福祉教育現場、特に相談援助職）が常に専
門家としての資質の向上を目指すために、スーパーバイ
ザー（指導する者）とスーパーバイジー（指導を受ける
者）が一定の契約のもとに、定期的に一定期間行う教育
方法である。 
注４：教師が教科書に沿って教科指導を行う場合に参考
とする図書である。 
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